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に}

宗
教
関
棒
紛
争
の
若
干
の
類
型
と
裁
判
所
法
第
一
一
一
条
第
一
環

大

夫
学
〉

安

武

敏
ハ
繍
縄
谷

本
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
課
題
は
、
裁
判
所
法
第
一
二
条
第
一
項
の
「
法
律
上
の
争
訟
」
と
の
関
係
か
ら
、
少
し
宗
教
団
体
紛
争
に
関
す
る

問
題
を
整
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
ナ
。
そ
の
よ
う
な
問
題
に
あ
る
程
度
後
定
し
な
が
ら
、
宗
教
団
体
の
民
家
紛
争
に
つ
い
て
芳
子
考
え
て

み
た
わ
け
で
す
が
、
今
日
の
報
告
は
私
の
見
解
会
述
べ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
し
に
、
判
例
の
う
え
で
ど
う
い
う
問
題
が
あ
る
か
と
い
う

こ
と
安
ご
報
告
ナ
る
と
と
に
留
め
さ
せ
て
演
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
取

nf
上
げ
ま
し
た
問
題
と
し
ま
し
て
は
、
第
一
に
、
宗
教
団
体
紛
争
の
中
心
的
な
課
婚
の

つ
で
あ
り
ま
す
宗
教
上
の
地
位
で
あ

る
教
主
、
管
長
、
住
職
と
い
う
地
伎
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
こ
れ
が
「
法
律
と
の
争
訟
」
と
ど
う
係
ち
あ
づ
て
い
る
の
か
と
い
う
間

が
あ
り
ま
す
。
第

安
と
の
罷
係
が
よ
く
問
題
に
な
守
ま
す
懲
戒
処
分
事
件
に
関
す
る
問
題
が
あ
ち
ま
す
。

に
、
裁
判
所
法
第
三
条
第

こ
の
二
つ
が
裁
判
所
法
第
三
条
第
一
項
と
の
関
係
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
心
的
な
も
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
問
題
以
外
に
、
大
き
な
問
題
と
し
ま
し
て
は
、
宗
派
離
脱
に
関
す
る
紛
争
や
、
あ
る
い
は
寺
穣
関
係
上
の
紛
争
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
宗
派
離
脱
に
関
す
る
紛
争
は
、
宗
教
訟
人
法
(
以
下
、

「
法
人
法
」
と
い
う
〉
第
七
八
条
〈
後
包
括
興
係
の
廃
止
に
係
る
不
利



議
処
分
の
禁
止
等
〉
、
第
二
六
条
〈
規
殿
の
変
更
の
手
続
〉
と
の
関
係
で
問
題
が
展
開
さ
れ
て
お
ち
ま
す
の
で
、
と
こ
で
は
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ
き
中
執
す
。
な
お
、
寺
檀
紛
争
の
問
題
に
つ
き
ま
し
で
も
、
宗
教
法
の
研
究
上
非
常
に
興
味
の
あ
る
鰐
趨
が
数
多
く
あ
ち
ま
・
す
け
れ

ど
も
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
で
は
、

む
し
ろ
法
律
学
的
な
考
察
と
同
様
に
、
宗
教
社
会
学
や
仏
教
史
学
か
ら
の

ど
ち
ら
か
と
い
い
ま
す
と
、

ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
で
あ
れ
ツ
、
宗
教
法
研
究
の
独
自
の
、
学
際
的
な
領
織
と
し
て
興
味
あ
る
分
野
で
は
な
か
ろ
う
か
と
患
い
ま
す
。
こ
れ

も
こ
の
よ
う
な
問
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
に
窃
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

付
、
教
念
品
、
管
長
、
住
職
の
抽
地
位
を
め
ぐ
る
紛
争

ま
ず
最
初
に
、
教
ム
室
、
管
長
、
従
職
の
地
伎
で
す
が
、
こ
こ
で
は
宗
教
上
の
地
位
を
表
わ
す
一
般
的
な
期
務
だ
と
ど
理
解
頂
き
た
い
と

患
い
ま
す
。
文
化
庁
あ
た
り
で
お
使
い
に
な
っ
て
い
る
府
議
で
い
え
ば
、
教
定
、
住
職
で
十
分
で
し
ょ
う
が
、
締
結
長
と
い
う
名
称
が
統
成

宗教団体紛争の若干の喜義務と裁判所法第 3条第 1項

仏
教
教
関
で
は
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
掲
げ
て
み
た
ま
で
で
す
。
名
称
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
外
に
、
法
定
、
門
主
轍
曹
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
こ
と
は
ど
承
知
の
と
お
り
で
す
。

判
例
・
学
説
で
は
、
教
主
、
管
長
、
住
職
の
地
位
を
め
ぐ
る
紛
争
を
一
般
化
し
ま
し
て
、
住
職
の
地
位
安
め
ぐ
ち
紛
争
と
雷
同
う
場
合
が

多
い
か
と
患
い
ま
す
が
、
教
主
、
管
長
の
地
伎
と
住
職
の
地
位
に
は
若
子
の
ハ
あ
る
い
は
本
質
的
な
〉
相
違
が
ご
ざ
い
ま
す
。
前
者
は
教

国
に
お
け
る
宗
教
上
の
最
高
の
地
位
で
あ
り
、
宗
教
的
機
裁
に
基
づ
い
て
、
住
織
の
任
免
権
や
僧
侶
の
懲
戒
機
、
教
義
の
正
否
の
裁
定
機

な
ど
の
宗
教
上
の
殺
高
の
権
離
を
有
し
ま
す
の
に
対
し
て
、
後
者
は
単
位
寺
院
ハ
本
山
を
品
開
く
可
い
わ
ゆ
る
末
寺
の
宗
教
的
地
位
で
あ
り
、

そ
こ
の
儀
式
法
要
を
主
宰
す
る
地
位
で
あ
り
ま
す
。
前
者
が
宗
教
的
な
純
粋
性
を
婆
求
さ
れ
散
傷
的
権
限
と
分
離
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の

に
対
し
て
、
後
者
は
宗
教
上
の
権
践
と
世
俗
的
権
限
が
と
も
に
内
殻
さ
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
宗
教
法
人
た
る
一

般
寺
院
の
代
表
役
員
の
地
位
が
、
ご
』
の
寺
援
の
伎
職
安
も
っ
て
充
て
る
」
と
充
て
職
に
な
っ
て
い
る
と
と
か
ら
も
繍
明
ら
か
で
あ
ち
ま
し
ょ
う
。
し
た
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が
づ
て
、
弱
者
に
関
す
る
判
例
を
検
討
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
綴
速
を
前
提
に
す
べ
き
で
あ
り
姦
す
ω

判
例
は
、
こ
の
問
題
に
つ
き
告
訴
し
て
、
教
+
之
、
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管
長
、
住
職
棋
の
地
伎
は
、
宗
教
上
の
地
位
で
あ
っ
て
法
律
上
の
地
位
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
地
位
の
確
認
を
求
め
る
訴
は
、
裁
判
所
法

第
一
一
一
条
第

項
の
「
法
律
上
の
争
訟
い
に
該
ら
な
い
と
判
示
し
て
き
で
お
り
、
こ
れ
が
制
作
例
の
原
則
的
な
立
場
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
教

+
点
、
管
長
、
住
職
の
地
伎
の
確
認
を
求
め
る
訴
が
法
律
上
の
争
訟
に
該
ら
な
い
と
判
例
が
い
う
論
拠
は
、
判
例
で
は
必
ず
し
も
明
確
に
い

つ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
現
行
の
法
人
法
の
解
釈
に
そ
の
論
拠
の
一
つ
が
あ
る
よ
う
に
解
き
れ
ま
す
。
法
人
法
以
前
の
関
係
法
な
い
し
各
種

法
案
(
宗
教
倍
体
法
や
宗
教
法
人
令
、

明
治
一
一
一
二
年
第
一
次
宗
教
法
案
か
ら
昭
和
一

O
年
宗
教
団
体
法
案
に
塗
る
各
関
係
法
案
)
で
は
、

教
主
、
管
長
は
別
と
し
て
、
住
職
の
地
位
に
宗
教
的
地
伎
と
世
俗
的
地
位
を
と
も
に
付
与
し
、
寺
院
の
代
表
あ
る
い
は
寺
践
に
お
け
る
主

容
者
と
位
霞
づ
け
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
ま
し
て
、
現
行
法
人
法
で
は
、
住
職
と
い
う
用
語
さ
え
で
て
き
ま
せ
ん
。
法
人
法
第

一
八
条
一
攻
、
一
一
項
は
、
代
表
役
員
の
選
任
方
法
を
規
定
し
て
い
ま
す
が
、
後
文
上
で
は
、
代
表
役
員
選
任
と
の
関
係
か
ら
は
住
職
は
悶

題
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、

し
た
が
っ
て
、
代
表
役
員
と
住
織
と
は
別
の
地
位
で
あ
号
、
代
表
役
員
H
法
律
上
の
地
位
、
住
職

2
宗
教
上
の
地

位
と
い
う
図
式
が
生
じ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
い
か
え
ま
す
と
、
法
人
法
は
、
宗
教
団
体
の
宗
教
役
よ
ち
は
盟

体
伎
に
重
点
を
お
さ
、
団
体
の
機
関
と
し
て
の
代
表
役
員
が
そ
の
役
俗
的
な
事
項
会
執
行
す
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。
宗
教
団

体
を
法
人
と
し
て
構
成
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
と
の
限
り
に
お
い
て
は
、

住
職
と
い
う
宗
教
法
の
地
位
は
、
捨
象
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
か
と
も
患
わ
れ
ま
す
。
判
例
の
中
に
は
、
住
職
が
代
表
役
員
と
な
っ
て
い
る

ケ

i
ス
に
つ
き
家
し
て
、
両
者
を
別
々
に
分
離
し
、
住
職
が
代
表
役
員
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、

い
わ
ば
代
表
役
員
の
選
任
方
法
と
向
視

し
、
法
人
法
第

八
条
二
項
に
規
定
す
る
「
別
段
の
定
め
い
、
す
な
わ
ち
、
寺
院
規
則
あ
る
い
は
宗
派
の
諸
規
程
の
定
め
に
よ
っ
て
、
住

職
が
代
表
役
員
た
る
地
位
に
就
く
と
融
解
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
解
釈
の
前
提
と
し
て
は
、
法
人
法
第

八
条
ニ
項
は
、
原
総
的
に

M
M

資
任
役
員
の
互
選
に
よ
っ
て
代
表
役
員
が
選
任
さ
る
べ
き
だ
と
い
う
解
釈
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
他
方
で
は
、
住
職
だ

る
地
伎
は
当
然
に
宗
教
上
の
地
位
で
あ
れ
ツ
、
そ
れ
は
、
法
人
法
第
一
条
第
二
項
や
第
八
五
条
を
根
拠
と
し
て
、
宗
教
団
体
の
自
治
に
任
か



さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
前
策
さ
れ
て
い
る
も
の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
の
重
要
な
賂
題
は
、
従
職
、
特
に
一
般
寺
院
の
住
職
た
る

地
位
と
代
表
役
員
た
る
地
伎
役
こ
の
よ
う
に
画
然
と
分
離
す
る
だ
け
で
よ
い
の
か
、
南
地
位
の
実
際
上
の
関
連
設
や
樋
地
位
を

人
け
か
兼

有
す
る
こ
と
の
必
然
伎
を
ど
う
捜
解
し
、

そ
れ
を
法
律
問
題
と
し
て
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
学
一
、
管
長
の
地
位
と
住
職
の
地
位
と
の
相
速
や
住
職
輔
の
地
位
の
前
記
の
問
題
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
主
要
な
判

例
を
掲
げ
て
み
た
い
と
思
い
亥
す
。

ま
ず
、
教
主
の
地
位
に
簡
す
る

ほ
ん
み
ち
教
甘
露
台
地
位
確
認
議
求
事
件
」

日
高
議
開
成
策
一
八
品
情
問
今
一
一
一
六

(
大
阪
商
科
昭
和
問
。
年
七
月

図
頁
〉
げ
か
あ

p
ま
す
。
判
決
は
、

「
宗
教
団
体
の
支
撃
者
た
る
地
位
が
教
義
上
信
仰
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
・
も
の
で
あ
る

宗教関体緩奇告の若干のま重澄と請書判所主主要事 3条第 1演

場
合
」
に
は

そ
の
地
位
を
め
ぐ
る
紛
争
は

「
法
律
上
の

に
該
当
し
な
い
」
と
判
示
し
、
請
求
を
却
下
し
て
い
ま
す
。
教
主
、
静
岡

長
た
る
地
伎
が
宗
教
団
体
、
と
く
に
教
団
に
お
け
る
教
義
上
信
仰
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
以
上
、
こ
の
判
決
は
十
分
に
設
脊

で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
宗
教
団
体
の
「
教
義
上
信
仰
の
や
心
的
存
夜
」
と
い
う
場
合
は
、
教
毘
の
教

主
た
る
地
役
を
意
味
し
、

一
一
般
寺
訟
の
伎
織
は
こ
の
概
念
に
は
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
教
主
、
鶴
田
長
だ
け
が
教
団

の
教
義
上
信
仰
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
教
鑓
に
お
け
る
宗
教
上
の
最
高
地
位
、
宗
教
的
象
徴
的
地
位
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
地
位
の
確
認
を
求
め
る
訴
に
つ
い
て
可
法
審
査
権
が
及
ば
な
い
と
解
す
べ
き
こ
と
に
は
問
題
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
教

宝
、
管
長
の
地
位
を
め
ぐ
る
紛
争
で
残
る
問
題
は
、
教
主
の
選
任
手
統
の
違
法
無
効
を
求
め
る
場
合
で
ゐ
り
ま
す
。
教
支
の
選
任
手
続
が

教
館
内
部
の
自
律
規
範
で
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
や
慣
饗
化
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
司
法
審
変
権
の
範
閤
に
入
る
と
解
す
べ
き
ぞ
は
な

か
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
〈
「
本
門
寺
事
件
」
本
門
品
甘
え
表
役
長
級
位
確
認
等
鈴
求
一
事
件
・
品
融
制
刊
昭
和
一
ゑ
近
年
四
月

。口
H

判
例
持
制
時
九
七
一
二
号
八
五
一
員
は
こ
の

場
合
の
参
考
判
例
〉
。

11 

次
に
住
職
の
地
位
を
め
ぐ
る
判
例
を
見
て
み
ま
す
。
ま
ず
代
表
的
な
判
例
を
掲
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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会

日
蓮
宗
正
伝
奪
事
件

。
特
命
往
職
長
命
無
効
・
職
務
執
行
停
止
仮
処
分
事
件
、
東
京
地
判
昭
和
一
一
五
年
九
月
二
ハ
目
下
民
集
一
巻
九
号
一
躍
五
闘
賞
。

G

向
上
告
審
判
決
、
最
(
大
〉
判
昭
和
三

O
年
六
月
八
日
民
集
九
巻
七
号
八
八
八
頁
。

。
同
本
家
判
決
、
東
京
地
判
昭
和
三
一
一
一
年
二
月
七
釘
下
即
応
集
九
畿
二
号

六
一
一
賞
。

③ 

認
済
宗
相
滋
寺
派
慾
照
寺
ハ
銀
関
寺
〉
事
件
・
代
表
役
員
住
職
地
位
確
認
識
求
事
件

。
按
訴
審
判
決
、
大
阪
高
料
昭
和
四
一
年
間
出
月
八
日
高
裁
民
集

九
巻
…
叩
一
号
ニ
二
六
東
。

。
上
告
審
判
決
、
最
判
昭
和
利
回
盟
年
七
月
一

O
臼
民
集
二
三
巻
八
号
一
回
二
三
頁
。

③ 

曹
洞
宗
種
徳
寺
事
件
・
住
職
罷
免
無
効
確
認
、
損
轡
賠
償
、
不
動
産
等
引
渡
諸
家
事
件

。
働
問
訴
審
制
判
決
、
東
京
高
戦
昭
和
五
一
年
密
月
二
八
日
判
例
時
報
八

O
K
告
審
判
決
、
品
取
判
昭
和
五
五
年

一
四
号
六
九
頁
。

月
一
一
自
民
繁
一
一
一
四
巻
一
号
一
一
員
。

③ 

白
蓮
宗
本
門
寺
事
件
・
代
表
役
員
地
位
確
器
等
請
求
事
件

。
控
訴
審
判
決
、
東
京
潟
判
昭
和
五
一
年
一

月
二
九
回
戦
例
時
訓
練
八
一
二
七
号
一
九
頁
。

。
上
告
審
判
決
、
品
取
判
昭
和
五
五
年
間
月
一

O
日
判
例
時
報
九
七
五
号
八
五
頁
。

ミE

自
蕩
祭
僻
圏
直
球
選
挙
無
効
確
認
請
求
事
件
、
東
京
地
判
昭
和
三
六
年
三
月
ニ
四
日
下
民
集
一
二
巻
三
号
五
九
八
頁
。

⑤ 

真
書
家
費
出
派
無
畠
慮
中
守
事
件
・
代
表
役
良
地
位
確
認
請
求
事
件
、
東
京
地
判
昭
和
五
四
年
九
月
二
六
日
判
明
例
タ
イ
ム
ス
問
。
二
号

八

O
束。

ト
ム
記
の
六
事
件
の
う
ち
③
毒
殺
除
き
、

一
一
般
考
俣
の
住
職
の
地
位
変
め
ぐ
る
紛
争
で
す
ハ
③
本
門
寺
は
、
現
在
は
、
婦
中
立
寺
院
と
な
。

て
い
る
が
、
治
革
約
に
も
、
実
際
上
も
知
総
括
間
体
的
な
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
〉
。



の
代
表
役
員
の
地
位
と
と
も
に
住
職
た
る
地
位
の
獲
認
を
求
め
た
も

の
で
す
が
、
こ
の
場
合
の
務
求
の
相
手
方
は
包
括
毘
体
た
る
宗
派
・
臨
済
宗
柏
戦
醤
占
守
派
ハ
及
び
間
派
代
表
役
員
〉
に
な
っ
て
い
ま
ナ
。
と

金
銭
関
奪
事
件
は
、
銀
問
中
守
と
い
う
一
般
寺
世
田
ハ
被
包
括
法
人
》

こ
に
は
、
住
臓
の
性
質
や
任
免
権
者
、
代
表
役
員
の
機
関
と
し
て
の
性
質
な
ど
に
つ
い
て
策
予
の
混
乱
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
態
わ
れ
ま
す
。

つ
ま
号
、
住
職
は
第
一
義
的
に
は
、
儀
式
の
執
行
、
教
畿
の
笈
布
、
抽
信
雄
被
徒
の
教
化
等
宗
教
行
為
の
ま
象
者
で
あ
り
、

か
っ
教
団
の
定
め

る
教
師
資
絡
を
脊
し
、
教
団
内
に
そ
の
地
伎
を
置
き
、
教
団
の
宗
教
的
飯
高
位
者
た
る
教
主
一
、
管
長
か
ら
特
定
寺
践
の
住
職
と
し
て
を
命

さ
れ
る
立
場
に
あ
る
以
上
、
住
職
の
地
位
を
争
う
場
合
に
は
、
そ
の
径
免
権
者
た
る
教
主
、
管
長
〈
世
俗
的
地
位
と
し
て
の
宗
派
の
代
表

役
員
で
は
な
い
〉
を
被
告
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
子
で
あ
り
、
議
た
寺
院
祭
教
法
人
の
代
表
役
員
の
地
位
一
家
争
う
と
殺
に
は
、
代
表

京事t図体紛令の若手の豊富裂と裁判滅法第 3条第 1項

役
員
た
る
地
位
が
単
位
宗
教
法
人
の
機
関
で
あ
る
以
上
、
出
淵
骸
宗
教
法
人
ハ
銀
閣
寺
事
件
で
は
宗
教
法
人
態
照
寺
〉
お
よ
び
そ
の
ハ
後
任
V

代
表
役
員
役
務
手
と
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
と
患
い
ま
す
。
こ
う
い
う
点
で
は
、
訴
訟
当
事
者
の
問
題
で
若
手
の
手
続
的
な
混
乱
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

銀
糊
胸
中
守
事
件
は
、
住
職
の
地
位
に
関
す
る
判
例
と
し
て
先
例
的
意
織
を
認
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
c
-
ず
・
立
わ
ち
、

「
佳
織
た
る
地
位
は
、

光
来
、
儀
式
の
執
行
、
教
績
の
宣
布
等
宗
教
的
な
活
動
に
お
け
る
主
象
者
た
る
地
位
で
あ
っ
て
、
同
等
の
管
理
機
関
と
し
て
の
法
律
上
一
の

地
位
で
な
い

:
z
j
:
ハ
か
ら

γ:-ee---
代
表
役
員
お
よ
び
責
任
役
員
と
し
て
の
法
律
上
…
の
地
位
の
確
認
諦
撲
を
す
る
と
と
も
に
、
と
れ
と
は

別
僚
に
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
の
伎
職
た
る
地
位
の
獲
認
を
求
め
る
と
い
う
の
は
、
出
品
に
宗
教
上
の
地
位
の
繕
認
を
求
め
る
に
す
ぎ
な
い

も
の
で
あ
っ
て
、
法
律
上
一
の
権
利
関
係
の
確
認
を
求
め
る
も
の
と
は
い
え
ず
、

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
訴
は
、
そ
の
利
益
を
欠
く
も

の
と
し
て
却
下
金
免
れ
な
い
。
』
と
判
示
し
て
い
ま
す
。
住
機
た
る
輸
相
伎
の
確
寵
を
求
悼
の
あ
訴
は
、
結
局
は
裁
判
織
の
範
函
外
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
判
例
閣
議
論
は
、
住
臓
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
紛
争
に
強
い
影
響
念
与
え
、
各
地
で
晃
ら
れ
る
と
の
績
の
紛
争

13 

で
は
、
請
求
を
「
代
表
役
員
地
位
確
認
」
と
す
る
ケ
!
ス
が
多
く
昆
ら
れ
ま
す
。
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銀
弱
点
寸
事
件
の
立
場
は
、
③
緩
徳
寺
事
件
に
お
い
て
も
引
き
継
が
れ
て
い
家
す
。
種
徳
寺
の
解
任
さ
れ
た
住
職
(
前
住
職
と
い
う
〉
げ
か
、

嘗
洞
宗
、
種
癒
寺
会
』
被
告
と
し
て
、
住
職
・
代
表
役
員
の
地
位
の
確
認
を
求
め
た
の
に
対
し
て
、

「
上
告
人
〈
前
住
職
〉
の
新
訴
ハ
藤
間
洞

宗
に
対
す
る
住
職
た
る
地
位
の
確
認
請
求
〉
は
、

ひ
っ
き
ょ
う
、
単
に
宗
教
上
の
地
位
に
つ
い
て
そ
の
存
否
の
緩
認
安
求
め
る
に
す
ぎ
な

い
も
の
で
あ
っ
て
、
具
体
的
な
権
利
叉
は
法
律
際
係
の
存
否
に
つ
い
て
確
認
を
求
め
る
も
の
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
か
か
る
訴
は
確
認
の

訴
の
対
象
と
な
る
べ
き
適
絡
を
欠
く
も
の
に
対
ナ
る
訴
と
し
て
不
適
法
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
て
い
ま
す
。
最
高
裁

の
こ
の
こ
判
例
に
よ
っ
て
、
住
機
た
る
地
位
確
認
の
訴
は
裁
判
所
法
第
五
条
第
一
演
の
「
法
律
上
の
争
訟
」
に
該
ら
な
い
こ
と
が
、
判
細
川

法
上
確
定
し
た
か
に
昆
え
な
い
こ
と
も
あ

p
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
で
は
、
こ
れ
と
や
や
拓
趣
旨
を
異
に
す
る
判
例
の
流
れ
が
あ
る

」
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
正
伝
ヰ
寸
事
件
は
、
白
蓮
宗
管
長
が
檀
信
徒
の
意
志
と
は
巽
っ
た
住
職
を
任
命
し
た
の
に
対
し
て
、
纏
信
徒
が
そ
の
住
職
の
地
位
不
存

在
確
認
宏
求
め
て
訴
を
提
起
し
た
も
の
で
す
。
判
決
は
結
局
、
静
岡
長
に
よ
る
住
臓
の
任
命
を
認
め
、
特
に
そ
の
任
命
手
続
ニ
京
派
の
内
部

的
自
律
規
範
に
よ
る
在
命
手
続
〉
の
適
法
性
、
有
効
性
会
常
定
す
る
も
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
教
聞
の
内
部
的
自
律
規
範
の
有
効
性
宏

前
提
と
し
て
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
住
戦
柾
免
手
続
の
違
法
を
根
拠
に
住
職
た
る
地
伎
念
争
ゆ
た
と
き
に
は
ど
う
な

る
の
か
が
問
題
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
④
本
聞
け
ヰ
寸
事
件
は
こ
の
間
議
に
正
弱
か
ら
判
断
し
た
も
の
で
み
り
、

ま
た
代
表
役
員
た
る
地
位
確
認

の
前
提
問
題
と
し
て
、
住
職
た
る
地
位
の
存
否
に
つ
い
て
制
判
断
し
た
も
の
で
す
。
判
決
は
、

「
寺
院
の
住
職
と
い
う
よ
う
な
本
来
宗
教
関

体
内
部
に
お
け
る
宗
教
活
動
上
の
地
位
に
あ
る
者
が
当
該
宗
教
法
人
の
規
則
上
当
然
に
代
表
役
員
兼
策
任
役
員
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
場

合
に
お
い
て
:
:
:
・
:
ハ
は
〉

-ji--
裁
判
所
は
、
特
定
人
が
当
該
宗
教
法
人
の
代
表
役
踊
同
等
で
あ
る
か
ど
う
か
を
審
理
、
制
判
断
す
る
前
提
と

し
て
、
そ
の
者
が
布
の
規
制
測
に
定
め
る
宗
教
活
動
上
の
地
位
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
ど
う
か
を
審
理
、
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま

た
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
o

」
と
述
べ
た
う
え
で
、

「
専
ら
上
告
人
寺
ハ
本
門
中
ぎ
に
お
け
る
住
職
選
任
の
手



続
上
の
準
剣
に
従
っ
て
選
任
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
ま
た
、
右
の
手
続
上
の
準
測
が
何
明
、
あ
る
か
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
問

題
に
つ
い
て
は
、
ぞ
れ
が
前
記
の
よ
う
な
代
表
役
員
兼
素
任
役
員
た
る
地
位
の
前
提
を
な
す
住
職
の
地
位
を
有
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に

必
要
不
可
欠
の
ゑ
の
で
あ
る
限
号
、
裁
判
所
に
お
い
て
こ
れ
そ
審
理
、
判
断
す
る
こ
と
に
な
ん
ら
の
妨
げ
は
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」
と
判
示
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
判
断
は
、

「
宗
教
活
動
上
の
自
由
な
い
し
自
治
に
対
す
る
介
入
に
わ
た
ら
な

い
凝
り
」
と
い
う
限
界
を
当
然
に
設
定
し
、
代
表
役
員
資
任
役
員
と
い
う
「
法
律
上
の
地
位
」
存
夜
の
前
提
問
題
と
し
て
の
み
な
し
う
る

と
述
べ
て
い
ま
す
G

こ
の
論
憶
は
、
銀
閣
寺
事
件
が
、
代
表
役
員
た
る
柏
崎
位
確
認
の
蕊
提
条
件
と
し
て
の
住
職
た
る
地
位
確
認
を
不
適
法

会
訴
と
判
示
し
た
こ
と
と
や
や
趣
旨
を
異
に
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
住
職
た
る
地
伎
の
選
任
手
続
の
有
効
、
無
効
そ

宗教関体紛争の若予の類型と裁判所法第 3~展望事 I 項

れ
自
身
が
司
法
判
磁
の
対
象
に
な
号
う
る
の
か
、

そ
れ
と
も
そ
の
よ
う
な
問
題
も
法
律
上
の
地
位
な
い
し
法
律
的
権
利
関
係
と
の
関
係
の

中
で
の
み
審
理
対
象
に
な
り
う
る
の
か
が
問
題
と
な

9
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
③
種
徳
寺
事
件
は
、
判
決
要
旨
前
段
で
は
前
に
述
べ
設
し
た
よ
う
に
住
織
の
地
位
確
認
に
つ
い
て
の
訴
会
不
適
法
と
判
明
断
し
な

が
ら
、
他
方
被
告
種
徳
寺
側
か
ら
の
採
血
口
前
住
職
に
対
す
る
不
動
産
等
引
渡
請
求
事
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
他
に
具
体
的
な
権
利
又
は

法
律
関
係
を
め
ぐ
る
紛
争
が
あ
号
、
そ
の
当
否
を
判
定
す
る
前
提
間
態
ど
し
て
特
定
人
に
つ
き
住
職
た
る
地
位
の
存
否
を
判
断
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
判
断
の
市
内
容
が
宗
教
上
の
教
義
の
解
釈
に
わ
た
る
も
の
で
為
る
よ
う
な
場
合
は
絡
別
、
そ
う
で
な
い
限
号
、
そ

の
地
位
の

、
す
な
わ
ち
選
任
な
い
し
罷
免
の
適
蕊
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が
審
判
権
を
有
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

に
解
す
る
こ
と
と
住
職
た
る
地
位
の
存
谷
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
確
認
の
訴
を
許
さ
な
い
こ
と
と
の
関
に
は
な
ん
ら
の
矛
盾
も
な
い
の
で
ゐ

る
。
」
と
判
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
銀
麗
寺
事
件
が

「
住
職
た
る
宗
教
上
の
地
位
に
与
え
ら
れ
る
代
表
役
員
お
よ
び
策
任
役
員
と

し
て
の
法
律
上
一
の
地
位
な
ら
び
に
そ
の
他
の
様
科
義
務
ハ
た
と
え
ば
、
報
酬
議
求
権
や
寺
院
建
物
の
使
用
権
な
ど
)

の
す
べ
て
を
忽
含
す

15 

る
い
み
に
お
い
て
、
権
利
関
係
の
確
認
を
訴
求
す
る
趣
旨
で
あ
れ
ば
格
別
」
と
傍
論
で
述
ベ
て
い
る
こ
と
と
間
留
の
問
題
で
あ
れ
ツ
ま
し
ょ
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ヮ。
以
上
の
諸
問
題
を
考
え
ま
す
と
、
住
職
た
る
地
伎
の
確
認
食
品
本
め
る
訴
が
「
法
律
上
の
争
訟
い
に
骸
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
む

し
ろ
今
後
の
判
例
の
形
成
に
ま
つ
ほ
か
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
ナ
。
当
事
者
適
格
の
問
問
題
、
住
職
た
る
地
伎
の
確
認
が
法

律
上
の
簡
題
の
前
援
問
題
と
さ
れ
る
場
合
の
法
律
上
の
閉
廷
の
範
瞬
間
、
宗
教
的
事
項
と
司
法
判
断
の
限
界
な
ど
多
く
の
問
蹴
絡
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
行
く
必
婆
が
あ
事
ま
し
ょ
う
。

C::J 

宗
教
極
体
内
部
の
懲
戒
処
分
を
め
ぐ
る
紛
争

ま
ず
、
こ
の
間
同
題
に
慰
問
す
る
判
例
を
掲
げ
て
お
き
ま
す
。

(j) 

真
宗
仏
光
守
派
正
覚
寺
事
件

-
寺
院
主
管
務
地
位
確
認
等
請
求
事
件
、
福
間
高
判
昭
和
二
七
年
一
月
三
一
日
高
裁
民
袋
五
巻
霞
母
一
一
一
二
一
気
。

争

真
宗
大
谷
派
恩
師
側
寺
事
件

-
懲
戒
処
分
無
効
磯
認
被
包
括
関
係
廃
止
確
認
等
議
求
事
件
、
大
津
地
判
昭
和
一
ニ

O
年
一
二
月

五
九
二
東
。

五
B
下
民
集
六
巻

二
号
一

③ 

天
台
宗
宗
務
所
長
解
織
事
件
・
解
織
行
為
取
消
請
求
資
格
確
認
等
誇
求
事
件

。
第
一
審
判
決
、
大
津
地
特
昭
和
三
五

月
二
四
お
下
民
集
第
一
一
巻
蕊
号
一

龍
五
真
。

0

控
訴
審
判
決
、
大
阪
高
判
昭
和
一
一
一
六
年
六
月
七
日
下
民
健
常
務
二
一
巻
六
号
一
一
一
一
一
一
真
。

④ 

臨
済
宗
相
爵
寺
派
懇
凧
問
中
一
せ
〈
銀
商
品
寸
〉
事
件

前
記
一
一
一
一
貝
金
事
件
控
訴
饗
判
決
診
照
。

(5) 

曹
洞
宗
松
厳
寺
事
件
・
住
職
緩
免
無
効
磯
認
議
求
世
帯
件

。
控
訴
審
判
決
、
東
京
高
判
昭
和
三
八

一O
月

六
尽
判
例
時
報
一
一
一
五
一
一
一
号

七
賞
。



合
上
告
審
判
決
、
且
取
判
昭
和
田
一
年
三

一
日
訴
務
月
報
一

一
巻
五
号
六
六
九
頁
。

修
滋
会
喪
心
布
教
会
事
件

・
司
祭
除
名
処
分
無
効
媛
認
請
求
事
件
、
名
古
部
隊
地
判
培
和
五
一
年
臨
月
二
ハ
日
制
判
例
時
訓
練
八
関

③ 

号
乞

O
頁
。

⑦ 

浄
土
真
宗
近
松
別
焼
事
件

-
別
院
総
番
懲
戒
処
分
無
効
嬢
認
請
求
事
件
、
京
都
地
判
昭
和
五
一
ニ
年
二
月
一
一
七
日
畿
省
大
学
宗
教
法
研
究
会
綴
「
宗
教
法
研
究
」
第
一
一
緒

一
九
頁
。

O

本
件
の
仮
処
分
事
件
ハ
懲
戒
処
分
効
力
停
止
仮
処
分
事
件
V

の
京
都
地
判
昭
和
五
二
年
五
月
一
一

O
日
は
判
明
例
時
報
八
六
九
号
八
八

主義教団体紛争の若干の重要塞と裁事Ij新法第3条第 1項

真
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

④
正
覚
寺
事
件
は
、
裁
判
所
法
第
一
一
一
条
第
一
一
慣
が
問
題
と
な
っ
た
事
件
で
は
な
く
、
住
織
と
宗
派
管
長
と
の
聞
で
結
ば
れ
た
誓
約
書
を

有
効
と
し
て
、
こ
れ
に
違
{
反
し
た
伎
磯
の
解
任
を
有
効
・
と
し
た
も
の
で
ナ
。
住
職
は
、
昭
和

て
、
付
檀
信
徒
の
教
務
を
窓
、
」
り
な
い
と
と
。
。
宗
務
所
の
命
令
を
遵
奉
し
都
内
の
和
会
を
破
ら
な
い
こ
と
。
日
堂
内
チ
及
び
法
宝
物
什
器
等

の
保
存
を
怠
ら
な
い
こ
と
。
若
し
右
条
項
に
違
背
の
節
は
退
職
を
命
ぜ
ら
れ
て
も
異
議
が
な
い
よ
抑
制
の
誓
約
書
夜
祭
し
入
れ
た
の
で
す
が
、

七
年
一
月
附
で
、
例
光
寺
派
管
長
に
対
し

そ
の
後
の
伎
駿
の
品
川
一
一
…
間
勤
が
不
穏
当
で
あ
っ
た
た
め
、
長
年
に
わ
た
り
向
寺
院
を
支
持
し
て
来
た
綾
後
総
代
と
の
院
に
自
然
意
見
の
疎
通
を

欠
く
結
果
と
な
n
ッ
、
遂
に
そ
の
支
持
を
失
う
に
一
会
q

た
も
の
で
す
の
そ
の
後
の
寺
穣
紛
争
が
誓
約
書
に
違
反
す
る
と
し
て
、
解
任
さ
れ
た
事
件
で
す
。

争
恩
徳
寺
事
件
同
弘
、
住
職
の
非
違
行
為
に
基
づ
く
懲
戒
処
分
と
被
包
括
関
廃
止
に
係
る
不
利
処
分
の
禁
止
〈
法
人
法
第
七
八
条
第

1翼
第

事Z

と
の
興
係
が
問
題
と
な
っ
た
家
件
で
あ
り
ま
す
。
判
決
は
、
本
件
の
懲
滅
処
分
け
か
住
職
ハ
原
告
〉
の
非
違
行
為
に
康
問
す
る
も
の

で
あ
昔
、
住
職
の
方
で
、

そ
の
非
進
行
為
が
本
山
に
お
い
て
問
題
と
な
均
二
そ
の
た
め
懲
戒
安
う
け
る
の
か
叩
抑
制
そ
れ
、
こ
れ
を
逃
れ
る
自

17 

的
で
、
被
包
括
関
係
を
廃
止
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
安
認
定
し
、
宗
派
の
審
開
院
に
よ
る
住
職
の
懲
戒
処
分
を
有
効
と
判
一
示
し
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て
い
ま
す
。

③
天
台
宗
宗
務
所
長
解
職
事
件
は
、
天
台
宗
の
地
方
の
宗
務
行
政
の
資
任
者
を
解
験
さ
れ
た
原
告
が
宗
務
所
長
選
挙
の
有
効
無
効
安

争
っ
た
事
件
で
す
。
本
件
の
第
一
審
判
決
は
、

「
部
分
社
会
は
白
樺
的
な
法
秩
序
に
よ
っ
て
自
ら
の
存
立
を
保
持
し
、
自
ら
の
目
的
の
た

に
立
法
政
策
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
部
分
社
会
は
間
関
法
に
違
背
せ
ず
、
公
序
良
俗
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
自
治
的
な
法
に
よ
っ
て
そ
れ
自
身
を

め
に
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
:
:
:
・
:
〈
し
た
が
っ
て
〉
:
:
;
:
国
家
の
部
分
社
会
に
対
す
る
法
細
川
撃
の
程
度
は

規
律
し
行
動
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
:
:
:
・
:
国
民
が
平
等
に
享
有
す
べ
き
市
民
的
な
権
利
や
留
民
の
自
由
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
紛
争
'
'

-
ハ
で
な
い
怒
号
〉
:
:
:
:
部
分
社
会
は
自
治
法
を
も
っ
て
紛
争
の
最
終
的
な
判
断
や
処
分
を
な
す
こ
と
は
差
支
な
い
の
で
あ
る
。

興
味
あ
る
判
示
殺
し
て
い
ま
す
。
こ
の
特
旨
か
ら
い
い
ま
す
と
‘
教
留
の
内
部
的
自
律
規
範
は
そ
れ
が
「
国
法
に
違
背
せ
ず
、
公
序
良
俗
、

と

公
共
の
福
祉
」
に
反
し
な
い
限
り
、
教
団
内
部
の
粉
今
に
つ
い
て
最
終
的
判
断
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
司
法
審
査
権
は
、
こ
の
限
界
を

越
え
た
と
き
に
だ
け
及
ぶ
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
も
っ
と
も
、
控
訴
審
判
決
は
、

吋
団
体
と
樺
構
成
員
間
ま
た
は
構

成
負
担
玄
関
に
右
規
則

2
邪
教
団
体
が
定
立
す
る
そ
の
庭
的
、
組
組
織
、
運
営
を
定
め
た
自
律
的
規
範
、
家
者
注
。
〉

に
も
と
づ
く
紛
争
が

起
き
た
場
合
に
、
右
規
制
問
に
も
と
づ
き
そ
の
団
体
の
点
目
支
的
な
解
決
に
委
ね
る
べ
き
こ
と
た
定
め
て
い
る
場
合
に
も
、
も
し
右
紛
争
が
法

律
上
の
争
訟
で
あ
っ
て
、

ぞ
れ
が
解
決
し
な
い
限
り
、
当
事
者
は
最
終
的
に
は
す
べ
て
裁
判
所
に
出
訴
し
て
裁
判
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く

ハ
欄
憲
法
第
七
六
条
第
一
項
、
第
一
一
三
条
〉
、
ま
た
裁
判
所
が
愈
法
に
特
別
の
定
の
あ
る
場
合
安
除
い
て

切
の
法

律
上
の
争
訟
を
裁
判
す
る
権
限
を
も
っ
と
と
は
、
裁
判
所
法
第
一
二
条
第
一
項
の
現
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
、
第

審
判
決
と
は
や

や
そ
の
趣
旨
を
異
に
す
る
判
示
会
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
場
合
で
も
、
何
が
法
律
上
の
争
訟
に
該
当
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
な
り
ま
す

と
、
滋
分
と
国
難
な
解
釈
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

③
近
松
刻
院
事
件
崎
弘
、
宗
派
に
無
断
で
近
松
別
院
の
財
産
処
分
を
な
し
た
線
香
が
、
宗
派
の
懲
戒
機
関
で
あ
る
監
正
局
か
ら
懲
戒
処



分
を
受
け
た
こ
と
を
不
服
と
し
て
、
議
派
を
相
手
と
し
て
、
懲
戒
処
分
の
無
効
確
認
を
請
求
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
判
決
は
、
裁
判
所
第

条
第
一
項
と
の
関
係
に
論
及
し
、

「
本
件
懲
戒
処
分
の
無
効
確
認
議
求
が
法
律
上
の
争
法
の
対
象
と
な
号
待
る
か
否
か
に
つ
き
検
討
す

る

一
般
に
、
懲
戒
処
分
が
そ
れ
に
よ
っ
て
多
少
の

般
社
会
生
活
上
の
不
利
益
を
派
生
さ
せ
る
と
し
て
も
、
主
と
し
て
団
体
内
に
お

げ
る
資
格
、
名
誉
の
停
止
、
剥
奪
掛
布
市
内
部
鏡
律
の
問
題
に
と
ど
ま
る
と
き
は
法
律
上
の
争
訟
に
該
る
も
の
と
は
震
え
な
い
が
、
た
と
え
そ

れ
が
派
生
前
叫
に
生
じ
る
も
の
で
み
っ
て
も
、
そ
の
処
分
に
よ
っ
て

般
社
会
生
活
上
の
章
一
大
な
利
益
が
佼
害
さ
れ
る
と
き
は
、
法
律
上
の

争
訟
の
対
象
と
な
れ
ツ
得
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
た
う
え
で
、
本
件
懲
戒
処
分
の
内
容
ハ
五
年
間
の
重
戒
〉
が
重
一
く
、

そ
の
た
め
諸
種
の
補
充
的
収
入
を
失
わ
せ
る
な
ど
、

「
そ
の
宗
教
活
動
宏
事
実
上
大
巾
に
制
約
し
、
重
大
な
経
済
上
の
不
利
益
を
派
生
さ

宗教関体紛争の若手の頼裂と量産判所法第 3霊長第 1項

せ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
」
、
法
律
上
の
争
ま
の
対
象
と
な
り
う
る
と
判
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
判
決
の
論
旨
か
ら
し
ま
す
と
、

懲
戒
処
分
の
内
容
が
一
義
的
に
問
題
に
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
す
が
、
懲
戒
処
分
に
関
す
る
問
題
は
、
こ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
次
の
諸
点

も
問
題
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

第
一
に
、
懲
戒
処
分
の
内
容
を
規
定
す
る
自
律
規
範
〈
た
と
え
ば
、
懲
戒
規
程
な
ど
〉

の
構
成
要
件
的
内
容
お
よ
び
そ
の
具
体
的
適
用

が
、
公
序
良
俗
、
公
共
の
福
祉
に
違
一
決
す
る
と
き
は
勿
一
議
、
近
代
市
民
法
的
権
利
概
念
に
抵
触
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
評

編
、
判
断
は
そ
れ
自
体
法
律
上
の
判
断
対
象
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

第
ニ
に
、
懲
戒
処
分
が
適
正
な
手
続
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
部
分
社
会
の
自
律
性
愛
認
め
る
前
提
で
あ
れ
ツ
ま
す
か
ら
、
懲
戒
処
分
手
続

の
適
性
訟
に
関
す
る
判
断
は
常
に
法
律
的
な
争
訟
と
解
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
し
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
判
断
の
対
象
が
「
法
律
上
の
争
訟
」

と
さ
れ
な
い
と
き
で
も
、
一
司
法
審
査
の
範
顕
に
入
る
と
考
え
る
べ
き
で
す
。
た
と
え
ば
、
住
職
の
懲
戒
漂
白
が
宗
教
的
な
も
の
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
の
手
続
の
適
法
伎
を
裁
判
上
争
う
こ
と
は
可
能
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
点
で
は
、
④
銀
燭
寺
事
件
大
叡
高

19 

裁
判
決
が
、

「
宗
派
規
制
州
、
宗
鋭
、
ヰ
マ
腕
規
制
州
に
何
ら
明
文
が
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
宗
派
管
長
に
、
末
寺
の
住
験
、
従
っ
て
そ
の
代
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表
役
員
、
責
任
役
員
た
る
地
伎
を
剥
奪
す
る
よ
う
な
降
階
処
分
が
、
懲
戒
な
い
し
総
裁
と
し
て
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
頗
る
疑
問
で
み
り
、

:
:
む
し
ろ
こ
れ
を
否
定
す
る
の
が
相
当
で
み
る
。
」
と
判
示
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

以
上
、
住
職
た
る
地
位
一
絞
め
ぐ
る
紛
争
と
宗
教
団
体
内
部
の
懲
戒
処
分
と
裁
判
所
法
第
一
一
一
条
第
一
項
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
若
干
の
判

刷
仰
の
流
れ
を
概
観
し
て
き
ま
し
た
。
本
日
の
報
告
は
、
判
例
の
傾
向
を
見
る
こ
と
が
中
心
で
あ
号
、
余
り
問
題
点
の
養
護
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
開
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
学
会
の
研
究
に
ま
つ
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。




